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仲間に囲まれて笹飾りをつくる毛塚さん(中央)

りお年寄
老人福祉週間

毛
塚
さ
ん
が
最
高
齢

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
長
浜

町
の
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
四
十

八
人
で
す
。
そ
の
中
で
最
高
齢
者
は
養

護
老
人
ホ
l
ム
白
山
国
に
入
所
さ
れ
て

い
る
毛
塚
佐
一
郎
さ
ん
(
九
主
で
す
。
毛

塚
さ
ん
は
五
十
年
間
毎
朝
梅
干
し
一
個

を
食
べ
、
拘
杷
の
実
の
粉
末
を
毎
日
飲

ん
で
健
康
守
つ
く
り
に
つ
と
め
な
が
ら
、

自
分
の
ズ
ボ
ン
を
縫
っ
た
り
、
編
物
な

ど
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま

@ 敬老の日9月15日，_21日
す。
お
年
寄
り
を
老
け
込
ま
せ
な
い
た
め

に
も
、
お
年
寄
り
な
ら
で
は
の
持
ち
味

や
特
徴
を
家
庭
や
地
域
社
会
に
生
か
し

て
頂
く
よ
う
み
ん
な
で
配
慮
し
た
い
も

の
で
す
。
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四
万
九
千
円
。

一
民
生
費
一
高
峯
地
区
放
送
設
備
の
設

計
段
用
委
託
料
十
八
万
円
。
橋
立
浜
地

医
ド
水
排
ル
小
路
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

{
衛
生
費
一
公
衆
浴
場
設
備
改
善
事
業

補
助
金
一
一
十
万
円
。
水
道
事
業
会
計
へ

の
負
組
金
山
百
万
円
。

一
農
林
水
産
業
費
}
農
道
補
修
の
た
め

の
工
事
請
負
費
と
原
材
料
費
。
出
海

1

山
石
農
道
ほ
か
の
農
道
改
良
工
事
費
。

農
道
新
設
で
は
高
峰
農
道
の
事
業
費
な

ど
。
伊
7
F
滋
汚
水
公
害
対
策
協
議
会
負

相
会
一

i
i
五
百
万
円
。
地
域
沿
岸
漁
業

構
造
改
善
事
業
補
助
金
一
千
百
じ
万
一
一

「
円
。
喜
多
漁
港
の
改
修
費
な
ど
。

一
土
木
費
一
加
屋
地
医
の
が
け
く
ず
れ
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豊
茂
小
屋
内
運
動
場

工
事
費
な
ど

一
融
会
計
補
正

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
に
一
二
億
尺

千
三
百
八
十
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
一
-
一
十
七
億
四
干
仁
百
六
十

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
川
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
水
道
課
の
事
務
室
の
改
修
、

診
械
所
の
補
修
、
ぶ
場
川
川
地
の
整
備

費
あ
わ
せ
て
一
-
行
い
八
十
-
一
一
力
ム
一
千
円
。

臨
海
上
地
造
成
事
業
へ
の
繰
出
金
五
十

第2囲定例会

議

A 
A 

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
七

月
一
-
十
三
日
か
ら
-
一
卜
五
日
ま
で
の
二
一

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
水
道
事
業
会
計
、
工

業
用
ぶ
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
長

浜
町
長
選
挙
立
会
演
説
会
条
例
の
廃
止
、

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
補
正
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更
、

辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
策
定
、
町
道
の
認
定
、
追
加
提
案

で
請
負
契
約
の
締
結
-
件
な
ど
あ
わ
せ

て
議
案
十
一
件
、
請
願
文
書
な
ど
議
会

報
告
案
件
六
件
。
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
、
請
願
文
書
は
受
理
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

防
災
事
業
費
。
町
道
大
久
保
線
ほ
か
五

路
線
の
改
良
工
事
費
。
港
湾
台
帳
作
成

委
託
料
八
十
万
円
。
町
営
住
宅
防
水
工

事
三
百
七
十
五
万
円
な
ど
。

一
教
育
費
一
豊
茂
小
学
校
屋
内
運
動
場

工
事
請
負
費
。

T
V
お
よ
び

V
T
R
施

設
設
置
費
。
町
民
運
動
場
用
地
購
入
費

(
半
年
賦
)
な
ど
。

一
災
害
復
旧
費
一
須
沢
、
出
海
漁
港
施

設
五
か
所
の
復
旧
事
業
費
。

移
転
補
償
費
な
ど

臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

昭
和
六
十
年
度
臨
海
土
地
造
成
事
業

特
別
会
計
に
五
卜
四
万
九
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
十
四
億
百
七
ト
同

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
坊
地
区
に
埋
立
て
る
区

域
内
の
船
だ
ま
り
を
利
用
し
て
い
る
漁

業
者
に
対
す
る
移
転
補
償
費
四
十
九
万

九
千
円
、
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
賛
助
会

費
負
担
金
五
万
円
で
す
。

水
場
地
区
の

水
道
施
設
な
ど

水

道

事

業

会

計

昭
和
六
十
年
度
水
道
事
業
会
計
に
一

千
五
百
八
万
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
源
増
補
事
業
の
実
施
設

計
に
よ
る
不
足
見
込
額
一
一
百
五
十
万
円
、

水
場
地
区
水
道
施
設
の
整
備
お
よ
び
消

火
用
水
確
保
の
た
め
の
配
水
管
布
設
替

え
と
調
整
槽
の
新
設
を
行
う
事
業
費
な

ど
で
す
。

社
会
保
険
支
払

基
金
ヘ
返
還

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

昭
和
六
卜
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
↓
一
一
干
し
八
百
三
万
六
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
八
億
九
千
二
一
十
万

一
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
退
職
被
保
険
者
医
療
費
に

対
す
る
昭
和
五
十
九
年
度
に
む
け
る
社

会
保
険
支
払
基
金
か
ら
の
超
過
交
付
分

-
千
二
百
九
十
万
五
千
円
を
社
会
保
険

支
払
基
金
ヘ
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
で
す
。

立
会
演
説
会
条
例

を
廃
止

長
浜
町
長
選
挙

昭
和
丘
十
八
年
十
一
月
二
十
九
H
に

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
す
べ
て
の
選
挙
で
立
会
演
説
会
が

無
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
長
浜
町
長
選

挙
の
江
会
演
説
会
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。日
ノ
浦
@
小
国
際

線
な
ど
三
線町

道
の
認
定

日
ノ
浦
・
小
田
際
線
と
小
波
九
号
線

は
新
設
で
、
峰
犬
越
線
は
路
線
の
延
長

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
町
道
に
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

穂
積
、
大
越
、
戒
川

総
合
整
備
計
画
を
策
定

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
穂
積
、
大
越
、
戒
川

の
三
辺
地
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
四
年

度
ま
で
の
五
か
年
の
計
画
を
定
め
た
も

の
で
す
。
過
疎
地
域
振
興
計
画

の
変
更

昨
年
十
一
一
月
に
議
決
さ
れ
た
長
浜
町

過
疎
地
域
振
興
計
両
(
五
か
年
)
を
変

更
す
る
こ
と
が
本
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
部
事
業
の
追
加
と
事
業
量
の

増
加
が
あ
り
変
更
し
た
も
の
で
す
。

西
南
地
区
筒
水
工
事

請
負
契
約
の
締
結

追
加
提
案
の
一
由
南
地
医
簡
易
水
道
改

良
工
事
は
、
七
千
四
百
六
十
万
円
で
西

川
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
上
水
道
と
の
連
絡
管
布
設

て
事
千
六
百
川
、
配
水
管
五
百
八
川
、

須
沢
、
山
山
海
地
医
の
増
ぜ
ポ
ン
プ
場
築

造
工
事
と
一
道
気
設
備
工
事
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

請
願
文
書
を
受
理
採
択

A
7
坊
の
喜
多
灘
小
学
校
教
育
振
興
会

長
・
後
藤
能
…
市
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
「
喜
多
灘
小
学
校
諸
施
設
整
備
に
関

す
る
請
願
書
」
は
受
理
採
択
さ
れ
、
た

だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
善
処
方

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
@
工
業
用
水
道
事
業

会
計
決
算
を
認
定

昭
和
江
十
九
年
度
中
小
道
事
業
会
計
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~
上
業
別
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
認
定

す
る
ヴ
」
ど
が
原
認
さ
れ
ま
し
た
。

ーハ
V
A
v
d
ハV
1
1ヘ
R
V
R
ハ
ソ
ー
ハ
J
l
iいい
l
l
y八
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今
回
の
議
会
で
ほ
、
堤
一
止
伺
議
員
、

二
宮
英
二
議
員
、
津
田
龍
雄
議
員
、
中

賢
茂
明
議
封
、
日
中
定
士
一
+
議
員
が
民
間

え
行
い
ま
し
た
。

環
境
ア
七
ス
を

実
施
し
て

資
料
を
集
め
検
討

ー
河
辺
川
ダ
ム
建
設

1

三2・・・・E罷盈

堤
議
員
・
:
新
聞
手
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ
川
て
、
基

本
的
に
は
中
JT
地
区
へ
の
分
水
は
賛
成

で
あ
る
わ
県
議
会
の
一
一
般
質
問
で
も
山
山

で
い
る
よ
う
に
、
中
子
地
一
代
ぺ
の
乍
活

用
水
及
び
工
業
用
水
の
送
水
で
あ
り
、

取
水
地
点
が
春
貿
石
怖
と
あ
る
。
、
川
刊
一

川
ダ
ム
を
つ
ノ
¥
り
、
肱
川
の
流
単
調
魁
慌

を
し
て
、
伊
チ
レ
巾
、
ほ
前
町
、
松
山
工

業
地
帯
へ
と
給
水
し
て
い
く
も
の
と
日

う
が
、
肱
川
の
河
口
に
位
置
す
る
当
町

で
は
多
大
字
悪
中
影
響
が
で
で
く
る
も
の

と
思
う
。

ま
ず
、
塩
害
に
仁
る
農
作
物
の
被
書
、

伏
流
水
の
枯
渇
に
よ
る
塩
水
の
坂
入
、

富
栄
養
化
に
よ
る
赤
潮
の
内
定
生
、
沿
作

漁
業
に
対
す
ろ
必
影
響
な
い
)
が
与
え
ら

れ
る
が
対
策
は
考
え
て
い
る
か
乙

ま
た
、
取
水
地
点
を
変
え
る
こ
と
に

ヰ
り
大
部
分
の
影
響
が
さ
げ
ら
れ
る
と

思
う
が
変
更
さ
せ
弓
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
(
英
)
議
員
;
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設

い
い
つ
い
て
堤
議
員
か
ら
も
質
問
が
あ
っ

町議会第2固定例会田園墨田・闘亙ユ

た
が
、
議
会
で
も
待
別
委
員
会
を
構
成

し
て
細
部
に
わ
た
っ
て
検
汀
し
た
結
果
、

操
業
者
、
漁
業
者
、
町
の
レ
し
ぶ
道
の
問

題
な
ど
に
も
関
連
し
ご
く
る
が
、
今
ま

で
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
て
き
た
の
か
。

二
宮
町
長
:
詳
細
な
内
本
が
わ
か
っ

で
い
な
い
の
で
資
料
金
集
め
な
が
ら
検

討
を

L
て
い
る
。
議
会
で
は
持
別
委
員

会
一
も
設
置
さ
れ
、
検
討
さ
れ
と
い
る
が

町
で
は
、
町
村
長
会
で
こ
の
こ
ど
を
取

灼
上
げ
倹
討
巾
ヴ
去
る
。
昨
別
委
員
会

町
一
皆
さ
ん
と
ゴ
削
談
し
な
げ
か
」
勺
対
処
し

て
い
き
と
い
。

河
辺
川
グ
ム
建
設
に
踏
み
切
っ
一
た
珂

山
間
は
、
洪
水
調
節
、
流
量
の
正
常
な
維

持
、
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
、
中
子
地

ば
一
都
市
用
水
心
確
保
な
ど
の
よ
う
で
あ

る
が
、
当
町
に
と
っ
で
は
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
十
分
井
岡
の
内

会
合
険
討
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
た

実
施
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
み
る

か
十
分
な
対
応
を
し
て
頂
く
よ
コ
要
望

、宇一
J

F

一、

v

ア
L
f
L

取
水
地
点
の
変
更
に
つ
い
て
も
計
渇

の
全
貌
を
周
知

L
、
調
査
を
し
ど
ど
の

ぶ
う
な
影
科
が
で
て
く
る
の
か
、
対
策

を
考
え
ど
亥
施
し
て
頂
く
よ
う
強
く
要

請
を
し
て
い
き
た
い
。

中
長
期
計
画
で
再
検
討

ー
開
発
関
係
の
諸
問
題

1

堤
議
員
理
立
地
は
、
購
売
用
地
と

公
共
山
地
に
分
け
ら
れ
る
が
、
必
却
用

地
は
約
八
万
一
千
八
百
坪
で
あ
り
、
残

り
は
公
共
用
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
ー

一
昨
十
万
円
で
売
却
す
る
と
八
十
一
億

八
千
万
円
と
な
り
、
造
成
地
の
総
売
り

上
げ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
c

ニ
れ
は

本
日
ま
で
に
一
般
会
主
川
か
ら
つ
ぎ
込
ん

だ
金
額
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
費
、

漁
業
補
償
資
、
漁
協
へ
の
協
力
金
、
理

立
地
完
市
は
ま
で
の
利
白
ね
な
ど
合
付
金
額

が
ど
う
な
る
の
か
。
一
般
会
計
へ
ど
の

判
何
度
返
す
こ
と
が
丹
、
き
る
の
か
。

地
元
企
業
の
移
転
が
十
社
あ
る
が
、

こ
の
企
業
と
は
ど
の
よ
う
な
契
約
に
な

っ
と
い
る
の
か
。
跡
地
は
町
が
民
い
し
し

げ
、
利
用
「
る
と
の
寸
前
も
聞
い
ど
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
〈

誘
致
企
業
に
つ
い
て
一
企
業
の
進
山

は
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
一
つ
の
企
業

に
つ
い
て
は
埋
仇
て
免
許
願
芹
の
た
め

の
名
け
誘
致
企
業
ご
は
な
い
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
で
各
企
業
を

つ
な
ぎ
ど
め
て
い
く
の
か
υ

じ
芯
却
残
地
に
つ
け
て
溶
札
企
装
体
に

保
証
さ
せ
る
ど
あ
る
が
、
ま
ち
が
い
は

な
い
か
じ
先
H
の
懇
誠
会
で
は
、
溶
札

人
止
業
体
に
売
却
残
地
の
利
息
も
払
わ
せ

る
と
発
表
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
の

覚
え
書
き

ω中
に
で
て
く
る
A
7
坊
地

氏
の
埋
立
て
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
頃
の
金
額
に
な
り
、
最
終
的
に
一

般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
あ
る
の
か
、

な
い
の
か
。

漁
港
連
設
に
つ
け
て
、
総
相
凶
十
六

億
円
と
あ
る
が
、
こ
の
公
共
事
業
ば
五
年

間
計
画
で
推
進
す
る
と
あ

η
、
ど
の
よ
う

を
補
助
汁
策
事
栄
?
進
め
て
け
ァ
ハ
ω

の
か
。

将
来
の
た
め
に
十
年
先
の
収
安
決
算

を
コ
ン
什
九
タ
ン
ト
に
か
斗
け
て
み
う
江
戸
勺

え

μ
な
い
か
。

ま
た
、
起
債
も
一
般
財
源
の
う
ち
で

あ
る
の
で
借
会
が
で
き
る
ご
と
は
ま
ち

が
け
な
い
が
、
公
債
費
比
率
ほ
今
ど
の

搾
度
に
な
っ
で
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
企
業
問
地
は
ご
一
十
問
刀

ι千
平
方

M
の
う
ち
一
一
十
九
万
平
方
げ

で
あ
る
。
環
境
ア
セ
ス
経
皆
、
事
務
費

を
約
一
億
川
一
般
会

A
か
ら
繰
り
出
L

て
特
別
交
付
税
で
措
置
を
受
け
て
い
る
。

八
十
七
億
ミ
干
し
ハ
百
二
十
万
円
で
売
却

す
る
と
い
う
資
金
討
画
を
た
て
て
い
る
。

総
金
額
に
つ
い
て
は
集
計
を
し
で
み
な

い
と
紋
字
が
で
て
二
な
い
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
用
地
と
し

て
補
助
a

起
債
等
で
財
政
ト
ぃ
有
利
な
力

法
で
買
収
し
、
高
度
利
用
を
阿
り
た
い
。

共
体
的
に
は
慎
重
に
検
討
し
て
対
応
い

た
し
た
い
。

進
山
企
業
は
名
日
企
業
で
な
く
実
際

に
で
て
く
る
企
業
で
あ
る
つ
万
一
残
地

が
で
き
た
場
合
は
湾
帯
保
証
人
仁
川
出
ぷ

さ
せ
る
の
で
心
配
は
な
い
。
な
む
、
そ

の
中
に
利
子
も
ナ
ベ
で
合
人
で
い
る
c

企
業
J
H
一
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
長

期
的
で
あ
り
、
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化

も

Jr怨
さ
れ
る
が
、
土
地
処
分
計
一
同
通

り
進
め
で
一
雇
用
の
拡
大
、
経
済
mw
市
民

化
を
図
る
よ
う
全
力
で
収
り
組
み
た
い
r

現
在
の
公
償
資
比
率
は
、
川
和
六
十

年
度
で
一
五
・
九
で
あ
る
つ
」
ぺ
十
一
年

反
以
降
一
九
年
間
に
つ
い
て
池
想
定
で
一

六時

i
l
-
七
E

」
ハ
で
あ
り
、
開
発
に
閲

す
る
要
川
を
人
れ
で
中
長
期
計
同
会
心

て
て
か
り
、
再
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
の
で
ご
理
解
一
引
き
た
い
c

現
在
は
考
え
て
な
い

ー
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設

i

堤
議
員
;
学
校
給
食
と
は
、
児
童
、

主
徒
の
体
-U
の
向
上
と
連
帯
惑
を
養
い
、

健
全
土
る
精
神
を
清
う
疋
め
の
も
の
で
、

文
部
省
の
指
導
の
も
と
に
全
凶
に
学
校

給
食
セ
ン
デ

i
を
開
設
主
れ
、
愛
媛
県

?
も
九
九
・
余
%
の
普
及
率
で
あ
る
。

開
い
で
け
な
い
の
は
長
浜
を
合
的
二
校

℃
あ
る
と
聞
い
て
い
る
つ

過
主
に
お
い
で
も
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
で
協
議
し
て
、
母
親
の
愛
情
弁
当
?

は
子
の
紳
を
強
聞
な
も
の
に
す
る
た
め

に
む
給
食
は
し
な
パ
い
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
桔
諭
で
あ
っ
と
が
、
そ
の
後
、
食
生

油
の
変
化
や

P
T
A
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

も
一
変
わ
7

て
き
て
お
り
、
学
校
給
食
の

開
設
を
考
え
る
時
則
に
き
て
い
一
泊
の
で

以
な
い
か
と
思
う
υ

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
育
す
一
し
、
開
設
に
踏

み
切
る
考
え
は
1
1

い
か
c

ま
た
、
中
学
校
の
寄
出
舎
が
空
い
寸

い
る
の
で
改
造
す
ろ
企
画
を
た
で
ご
み

て
は
ど
う
か
。

町
長
の
攻
恨
の
一
つ
と
し
て
、
給
食

セ
ン
タ
の
開
設
存
一
取
り
上
げ
で
、
新

し
い
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い

と
思
う
が
、
実
施
し
な
い
の
で
あ
れ
ば

そ
の
理
由
、
や
る
考
え
が
あ
る
な
ら
制

究
を
さ
せ
て
み
る
考
え
が
あ
る
か
J

三
井
教
育
長
:
-
教
育
委
υ

門
会
と
し
て

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
ど
い
な
い
。
教
育

上
で
今
一
番
問
題
な
の
は
、
青
少
年
の
健

八
上
育
成
で
あ
門
、
真
の
家
出
教
育
的
配

慮
、
持
に
母
親
の
盲
べ
の
愛
情
で
あ
ろ
う

と
思
う
c

弁
当
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、
母
と
子

の
大
切
な
粋
で
あ
り
、
現
在
ま
で
そ
の

よ
ラ
会
気
侍
ち
で
対
応
し
て
い
る
。
学

校
で
の
実
態
在
唯
か
め
な
い
か

6
そ
の
対

応
に
つ
い
て
今
一
一
以
考
え
て
み
た
い
。
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二
宮
町
長
:
・
実
施
す
る
と
い
う
考
え

は
も
っ
て
い
な
い
。
温
か
い
親
の
愛
情

の
あ
る
弁
当
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
意

見
が
多
い
の
で
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し

て
対
応
し
た
い
。

二
年
程
度
で
完
成

1
漁
港
整
備

i

二
宮
(
英
)
議
員
:
各
地
反
に
あ
る
漁

港
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
項

き
、
特
に
喜
多
漁
港
に
つ
い
て
は
七
次

の
変
更
計
画
が
認
め
ら
れ
る
見
通
し
と

な
り
、
約
二
年
程
度
で
完
成
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
ま
ち
が
い
な
い
か
。
周
辺

整
備
も
合
わ
せ
て
七
次
の
中
に
組
み
入

れ
て
事
業
が
進
む
よ
う
な
配
慮
を
項
い

て
い
る
が
、
四
億
か
ら
五
億
円
の
費
用

が
か
か
る
の
は
ほ
ん
と
う
か
。

ま
た
、
長
浜
地
区
の
小
型
船
だ
ま
り

の
場
所
に
つ
い
て
問
題
も
あ
る
が
、
安

全
性
の
高
い
、
完
全
な
港
を
つ
く
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
ま
ち
が
い
な
い
か
。
財

政
的
な
対
策
、
工
期
は
ど
の
程
度
か
か

る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
改
修
工
事
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
集
落
環
境
整
備
事
業
と
の
関

連
の
中
で
整
備
を
図
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
。
総
事
業
費
は
約
三
億
九
千
九
百

万
円
程
度
必
要
で
あ
る
が
、
国
費
起
債

で
全
額
当
て
る
の
で
や
般
財
源
の
持
ち

出
し
は
な
い
。

集
落
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
一

億
五
千
二
一
百
万
円
の
事
業
費
の
う
ち
一

般
財
源
が
五
千
三
百
五
十
五
万
円
必
要

で
あ
る
。
漁
港
改
修
事
業
は
、
手
一
年
で
、

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
三
年
程
度
で
整

備
を
阿
っ
て
い
き
た
い
。

町議会第2囲定例会

小
型
船
だ
ま
り
に
つ
い
て
は
県
営
の

工
事
で
あ
り
、
園
、
県
が
そ
れ
ぞ
れ
四

割
、
町
が
一
一
割
を
負
担
す
る
事
業
で
あ

る
。
町
負
担
に
つ
い
て
は
、
起
債
と
地

方
交
付
税
に
わ
い
て
措
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
一
般
財
源
は
全
体

の
事
業
費
の
四
%
相
当
額
と
な
る
。
財

政
措
置
に
つ
い
て
は
中
長
期
財
政
計
画

の
検
討
を
し
て
お
り
、
県
の
計
画
に
あ

わ
せ
て
早
期
に
完
成
す
る
よ
う
努
力
し

た
い
。安
全
性
の
あ
る
港
を
つ
く
る
の
で
ご

理
解
項
き
た
い
。

ぜ
ひ
完
成
さ
せ
た
い

1
第
三
次
開
発
構
想

1

二
宮
(
英
)
議
員
:
第
一
一
一
次
開
発
構
想

に
つ
い
て
町
長
は
就
任
以
来
、
こ
の
開

発
が
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
進
め
て
こ
ら
れ
た
が
、
仲
々

進
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
経
済
の
悪

化
と
町
長
の
能
力
等
に
も
左
右
さ
れ
て

今
日
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

改修が進む喜多漁港

こ
の
第
三
次
開
発
構
想
も
二
次
開
発

と
関
連
し
て
大
事
な
構
想
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
第
三
次
開
発
構
想
と
い

う
の
は
長
浜
工
区
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
す
べ
て
が
で
き
あ
が
ら
な

い
と
完
成
し
な
い
の
で
、
何
と
し
て
も

や
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

第
二
次
開
発
の
進
み
具
合
を
み
な
が

ら
、
園
、
県
の
ご
協
力
、
ま
た
西
田
先

生
の
ご
指
導
弁
一
項
き
、
ぜ
ひ
完
成
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
協
と
の
協
定
は

今
後
検
討

ー
清
流
園
の
公
害
防
止
協
定

1

二
宮
(
英
)
議
員
:
・
清
流
閣
の
排
水
に

つ
い
て
町
独
自
で
水
質
検
査
を
さ
れ
て

い
る
か
。
検
査
を
し
て
い
る
な
ら
ば
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
や
っ
て
い
る
の

カ。
以
前
に
公
害
防
止
協
定
に
つ
い
て
結

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
質
問
し
た
ら

困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

協
定
書
が
結
べ
る
よ
う
努
力
し
て
項
き
、

い
つ
で
も
関
係
者
が
立
ち
入
り
検
査
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
項
き

た
い
。
事
務
組
合
と
町
で
結
ぶ
こ
と
が

無
理
で
あ
れ
ば
、
事
務
組
合
と
漁
協
と

の
協
定
が
締
結
で
き
な
い
も
の
か
。

二
宮
町
長
・
町
が
独
自
で
年
一
一
回
、

清
流
国
で
毎
月
一
回
の
水
質
検
査
を
し

て
い
る
。
排
水
基
準
の
五
項
目
に
つ
い

て
検
査
し
て
お
り
、
結
果
は
排
水
基
準

よ
り
低
い
数
値
で
あ
る
。

事
務
組
合
は
各
自
治
体
で
運
営
し
て

お
り
、
協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
は
難

し
い
。
漁
協
と
の
協
定
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
町
独
自
の
検

査
は
今
後
毎
月
一
回
実
施
し
て
監
視
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

心
機
一
転
し
て

1
町
長
の
政
治
姿
勢

1

二
宮
(
英
)
謹
員
:
・
私
は
町
長
の
政
治

姿
勢
に
つ
い
て
こ
の
一
年
間
ビ
っ
と
み

て
い
る
と
、
決
断
力
の
な
い
と
こ
ろ
が

大
い
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
後
行
政

に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
。
た

い
へ
ん
失
礼
な
い
い
方
で
あ
る
が
、
決

断
力
が
な
い
の
な
ら
早
く
お
や
め
な
さ

い
と
申
し
上
げ
た
い
。
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
方
で
わ
ら
れ
る
の
か
伺
い

た
い
。二
宮
町
長
;
ご
提
言
を
た
ま
わ
り
た

い
へ
ん
恐
縮
し
て
い
る
。
深
く
反
省
す

る
と
と
も
に
心
機
一
転
し
て
事
に
処
し

て
い
き
た
い
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

六西
二南
年地
三区
月簡
完水
成は

ー
上
水
道
計
画

1

津
田
議
員
・
:
河
辺
川
ダ
ム
が
で
き
る

と
町
の
水
源
地
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
ず
、

水
源
地
の
水
位
が
下
が
り
、
海
水
が
流

れ
込
ん
で
海
水
の
濃
度
が
高
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
水
量
が
減
っ
て

大
洲
市
や
上
流
市
町
村
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
活
廃
水
、
し
尿
処
理
場
な
ど
か
ら

の
汚
水
な
ど
の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
町

の
水
源
に
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
は
な

い
か
。
特
に
、
大
洲
市
の
生
活
廃
水
に

つ
い
て
は
責
任
を
も
っ
て
終
末
処
理
場

を
造
っ
て
項
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

現
在
、
上
水
道
の
改
良
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
西
南
地
区
へ
は
何
年
ご

ろ
給
水
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

A
7
坊
の
橋
立
、
大
谷
口
地
区
は
慢
性

的
な
水
不
足
で
あ
り
、
上
水
道
を
ひ
く

計
画
が
あ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る

の
か
。
ま
た
、
土
地
造
成
が
で
き
工
場

が
進
出
し
て
く
る
と
工
業
用
水
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

柴
の
水
源
地
の
塩
分
の
濃
度
は
、
肱

川
の
水
量
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
何
年
か
す
る
う
ち
に
使
え
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ

い
て
、
将
来
の
上
水
道
、
工
業
用
水
に

影
響
が
で
な
い
よ
う
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。
大
洲
市
の
下
水
終
末
処
理
場

に
つ
い
て
は
早
急
に
整
備
を
し
て
項
く

よ
う
申
し
入
れ
を
し
た
い
。

西
南
地
区
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、

六
二
年
三
月
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

今
坊
地
区
へ
の
配
水
は
土
地
造
成
の

関
係
も
あ
り
、
そ
の
状
況
を
み
な
が
ら

逐
次
整
備
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

真
鍋
課
長
:
・
四
十
七
年
か
ら
五
十
二

年
度
く
ら
い
ま
で
は
塩
素
イ
オ
ン
の
濃

度
が
年
間
平
均
で
二

O
P
P
M
程
度
で

あ
っ
た
が
、
五
十
四
年
の
一
月
以
降
か

ら
順
次
濃
度
が
増
し
て
、
五
O
P
P
M

前
後
と
な
っ
て
い
る
。
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上
流
側
の
淡
水
の
量
と
か
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
る
の
で
、
毎
月
深
江
深
く

測
定
を
絞
い
ご
問
題
が
居
こ
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
い
き
た
け

強
力
な
陳
情

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

τ理臨調

ー
国
鉄
問
題
1

中
野
議
員
:
・
国
鉄
山
分
割
、
民
営
化

は
避
け
て
通
れ
な
い
注
ム
叩
に
あ
り
、
来

春
か
ら
は
内
山
線
が
間
通
、
ま
た
県
内

十
-
の
駅
が
無
人
化
さ
れ
よ
一
ー
と
し
て

い
る
。
海
岸
田

η
の
予
讃
本
線
も
急
行

は
人
J

略
、
直
日
通
列
車
も
誠
便
き
上
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
υ

予

讃
本
線
対
策
協
議
会
合
組
織
し
て
、
国

鉄
お
よ
び
運
輸
肖
に
再
一
占
一
陳
情
を
し
て

お
ら
れ
る
が
只
体
的
な
副
答
を
侍
ら
れ

大
均
C

き
た
、
国
牧
↑
の
存
続
を
願
っ
て
積
極

的
な
川
鉄
刊
用
の
推
進
を
凶
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
一
町
で
利
用
す
る

臨踊E ニ叫一一一一町議会第2回定例会・国勢調査ー一一 …山叫

交
通
機
関
立
列
車
に
ぜ
一
え
と
り
、
各
種

団
体
に
指
導
し
と
り
し
て
広
く
町
民
に

列
中
判
川
レ
し
海
岸
線
打
続
の

P
R
金
十

る
な
レ
乙
什
続
運
動
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
責
務
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
予
讃
本
線
と

L
て
残
し

て
頂
く
よ
う
憶
力
な
陳
情
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ζ

凶
鉄
の
利
用
に
つ
い
ど
は
、
町
長
、

町
職
員
か
ら
と
い
う
ご
と
で
出
張
の
場

合
は
で
き
る
限
り
利
用
「
る
と
げ
い
う
こ

と
で
指
導
し
て
お
り
、
各
Mm
川
体
や
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
呼
び
か
け
て
い
き
だ

け
と
考
え
て
い
る
う
じ
ご
協
力
頂
き
た

迎

。

利用率を高めて存続運動を

村
巷
里
L

止
血
こ

「ド
L

下
h

十
非
二
j
i
-
-
L
l
r
)
L
4

ー
運
動
公
園
1

中
野
議
員
・
:
運
動
公
開
に
つ
い
て
は
、

以
前
の
議
会
で
も
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

-
一
次
開
発
に
あ
わ
せ
ヶ
内
治
理
立
地
に

設
置
す
ノ
?
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
仁
は
役
場
、
町
民
会
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
商
仁
会
館
な
ど
予
定
さ
れ
て

あ
り
、
広
い
敷
地
を
必
要
と
ナ
る
運
動

公
園
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
か
。
そ
れ

が
不
可
能
な
場
介
に
は
具
体
的
で
実
施

可
能
な
構
想
が
あ
る
の
か
ど
う
か
の

ま
た
、
白
滝
地
区
で
は
肱
川
の
堤
防

用
地
の
買
収
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
大

川
市
な
ど
丹
、
は
河
川
敷
な
ど
を
利
用
し

ご
運
動
公
園
、
花
畑
な
ど
の
環
境
美
化

に
努
め
て
い
る
。
こ
の
河
川
敷
を
建
設

省
に
要
望
し
て
運
動
公
園
な
ど
に
活
用

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
;
第
三
次
開
発
事
業
を
や

っ
て
内
港
埋
立
地
の
土
地
有
用
構
想
の

中
で
約
二
一
・
ヘ
訟
の
公
聞
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
け
建
設
に
つ
い

て
は
都
市
公
園
レ
一

L
て
国
の
補
酌
を
受

け
て
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

肱
川
堤
防
山
地
の
利
用
に
つ
い
ど
は
、

建
設
省
と
も
協
議
を
し
、
弛
元
の
皆
さ

ん
が
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
ま
た

白
滝
公
園
と
も
有
機
的
に
結
び
つ
け
て

利
用
J

町
一
凶
る
よ
う
計
画
し
て
い
互
に
た
い
。

食
寸
し
て
善
一
凡

L
か
1
1
一E
v

、一一」ムγAf

ー
教
員
住
宅
の
改
修

1

田
中
議
員
・
町
内
に
は
出
海
小
学
校

ほ
か
十
九
戸
の
教
員
住
宅
が
あ
る
が
、

昭
和
二
十
ヒ
年
か
ら
J

一
十
二
手
ご
ろ
に

建
築
さ
れ
た
も
の
?
老
朽
化
し
て
台
り
、

寝
と
ま
り
が
?
き
る
く
ら
い
の
も
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

先
生
と
池
尻
住
民
、
チ
供
た
ち
去
の

触
れ
合
い
の
意
味
に
お
い
て
も
、
非
行

防
止
問
題
に
U

別
し
て
点
字
行
近
く
の
住

主
に
先
生
が
居
住
さ
れ
る
こ
と
は
小
学

生
に
と
っ
て
必
要
々
と
思
う
。
補
修
で

去
る
J
一
ご
ろ
は
補
修
し
て
、
(
任
宅
の
改

築
を
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

町
内
山
先
生
が
町
内
の
住
宅
を
利
川
市

し
て
項
く
こ
と
は
人
口
増
と
税
収
に
乞

つ
会
が
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
町
内
の

住
宅
に
住
ん
で
い
ー
ん
だ
く
よ
う
な
配
慮

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
町
出
身
の
先
竺
は
で
き
る

だ
け
地
一
九
一
げ
勤
務
が
で
き
る
よ
う
な
配

慮
を
わ
願
い
し
た
い
。

三
井
教
育
長
・
:
現
在
町
内
の
必
要
教

日
数
は
百
六
人
で
、
そ
の
う
ち
本
町
出

身
者
は
約
ご
一
八
刀
の
-
で
あ
る
。
教
員
住

宅
の
入
居
者
は
八
人
、

A

般
住
宅
が
十

六
人
で
あ
り
、
地
域
に
わ
い
て
児
童
に

接
す
る
こ
と
は
非
行
防
止
、
健
全
育
成

し
よ
か
ら
も
大
切
な
条
件
で
あ
る
。

汁
比
宅
整
備
は
委
員
会
と
?
)
て
も
希
望

し
て
お
り
、
理
章
者
と
十
分
後
討
を
加

え
で
善
処
し
て
い
き
た
い
。

異
動
に
つ
い
で
直
、
で
き
る
だ
け
地

元
の
人
に
帰
っ
て
い
人
ん
だ
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

行
革
と
あ
わ
せ
検
討

ー
学
校
給
食
婦
へ
の
助
成

1

田
中
議
員
:
長
小
、
長
中
を
除
く
各

小
学
佼
の
給
食
婦
に
一
学
校
当
り
八
十

三
万
円
の
助
成
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
9
が
、
そ
れ
ヤ
は
気
の
古
だ
と
い
う

こ
と
で

P
T
A
単
位
で
一
一
万
円
程
度
の

会
費
か
ら
負
担
を
さ
れ
て
い
る
学
校
史
一

あ
る
よ
う
に
聞
い
ど
け
る
。

な
お
、
給
食
婦
に
は
社
会
保
険
、
そ

の
他
退
職
金
な
ど
の
保
障
が
な
く
、
勤

め
月
れ
て
い
る
が
、
保
障
直
で
き
な
い

も
の
か
。
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
身
に

な
っ
ご
川
と
か
考
え
て
み
る
気
持
九
は

な
い
か
の

白滝にある教員住宅

三
井
教
育
長
;
・
学
校
給
食
婦
と
い
う

の
は
、
ミ
ル
ク
給
食
の
開
始
と
同
時
に

P
T
A
の
配
慮
に
よ
う
で
作
伎
が
独
白

の
形
で
雇
用
関
係
を
結
び
配
置
さ
れ
心

と
記
憶
し
で
い
る
。
パ
ー
ト
形
式
で
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
が
、
時
代
の
変
化
と

学
校
の
必
要
性
か
ら
電
話
の
府
答
、
子

供
の
殺
晶
君
措
置
、
清
い
川
な
ど
に
従
事
し

て
則
湾
員
と

L
で
の
活
動
面
が
配
慮
さ

れ
る
よ
う

ιな
っ
た
。

町
と
し
て
は
給
食
婦
補
酌
と
い
う
形

び
支
出
し
て
い
る
が
、
時
代
の
変
容
、

行
財
尺
改
革
の
問
題
も
あ
る
の
ご
今
後

検
討
し
て
い
き
た
け
。

汁
市

r
h
dヰ
ド
川
μμ

い
寸
京
外
在
t
N

主
-14い
斗
官

rヰ
K11hぃ
1
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

国

勢

調

査

十
月
一
日
、
人
工
阿
い

っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
ナ
。
大
正
九

年
に
始
ま
っ
た
ご
の
調

査
は
、
五
年
ご
と
行
わ
れ
今
年
は
第
十

四
凶
日
で
す
。

二
の
調
査
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
か
λ
お
年
寄
り
に
い
た
る
ま

む
日
本
に
叫
ん
で
い
る
人
を
全
員
調
べ

る
わ
が
国
の
最
も
基
本
的
か
つ
大
規
模

な
調
査
で
す
。
こ
の
制
査
結
果
は
、
福

祉
や
医
用
、
住
宅
、
教
育
、
球
境
整
備

な
ど
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
を
考
一
疋
る

行
政
し
し
の
犬
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
空

す
。
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け

と
調
査
員
が
わ
宅
に
む
伺
い
し
ま
す
c

国
勢
調
査
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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埋
立
用
地
造
成
工
事
の
概
要

第
二
次
開
発
事
業

八
月
号
で
は
、
第
一
次
開
発
事
業
か

ら
今
日
ま
で
の
経
過
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
A
7
坊
地
先

を
な
ぜ
埋
立
地
と
し
て
選
定
し
た
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
工
程
で
土
地
が
完

成
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
浜
港
の
大
規
模
港

湾
整
備
と
並
行
し
て

今
回
の
埋
立
て
は
、
長
浜
町
大
字
黒

田
甲
四
九

O
番
地
二
地
先
(
晴
海
工
業

団
地
東
側
護
岸
)
か
ら
大
字
今
坊
甲
一

六
一
六
番
地
図
地
先
ま
で
の
約
千
五
十

川
の
聞
の
公
有
水
面
約
三
十
四
万
五
千

平
方
灯
を
埋
立
造
成
す
る
も
の
で
す
。

当
町
は
、
町
土
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト

が
山
林
、
農
地
で
占
め
ら
れ
、
平
担
地

は
肱
川
流
域
に
わ
ず
か
に
開
け
て
い
る

程
度
で
す
か
ら
第
一
次
開
発
事
業
と
同

じ
く
、
陸
域
に
そ
の
工
業
用
地
を
求
め

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
当
町
の
発

展
は
臨
海
部
に
期
待
す
る
以
外
に
方
途

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ご
で
、
現
長
浜
港
お
よ
び
晴
海
工

業
団
地
を
よ
り
一
層
高
度
に
利
用
し
、

併
せ
て
長
浜
港
の
大
規
模
港
湾
整
備
を

行
い
愛
媛
県
西
南
部
の
工
業
開
発
拠
点

と
し
て
、
一
大
流
通
基
地
建
設
を
目
指

す
と
と
も
に
、
町
の
再
開
発
が
推
進
で

き
る
よ
う
長
浜
町
の
土
地
利
用
計
画
等

も
考
慮
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

埋立用地造成工事の撤用

ま
た
、
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的

条
件
な
ど
種
々
検
討
し
た
結
果
、
埋
立

造
成
す
る
に
は
最
も
優
れ
た
海
域
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
選
定
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
造
成
工
事
の
工
程

用
地
造
成
工
事
は
ま
ず
護
岸
工
事
、

次
い
で
埋
立
工
事
、
最
後
に
附
帯
工
事

の
順
に
大
別
し
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

町
で
は
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
港
湾
区
域
の
拡
大
、
変
更
、
埋

立
免
許
の
取
得
、
入
札
な
ど
工
事
に
必

要
な
諸
手
続
き
を
完
了
し
、
既
に
七
月

か
ら
現
地
の
工
事
に
着
工
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

護

岸

工

事

護
岸
工
事
は
、
用
地
造
成
す
る
た
め

に
周
聞
を
石
材
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
等
で

回
む
た
め
の
工
事
で
、
用
地
造
成
工
事

上
最
も
大
切
な
工
事
で
す
。

護
岸
の
構
造
は
、
晴
海
団
地
の
護
岸

と
ほ
ぼ
同
じ
で
傾
斜
堤
式
異
形
ブ
ロ
ッ

ク
護
岸
で
あ
り
、
そ
の
総
延
長
は
、
千

四
百
九
十
五
日
に
達
し
、
こ
れ
を
約
三

年
か
け
て
築
造
す
る
計
画
で
す
。

埋立てが始まった今坊地区地先

埋

立

工

事

埋
立
工
事
は
、
護
岸
を
築
造
し
な
が

ら
、
そ
の
汚
濁
等
が
定
め
ら
れ
た
基
準

備
以
下
に
保
て
る
よ
う
対
策
を
講
じ
な

が
ら
施
工
し
ま
す
。

こ
の
用
地
造
成
に
要
す
る
埋
立
用
材

は
約
三
百
四
十
万
立
方
灯
に
も
お
よ
び

ま
す
が
、
そ
の
内
訳
は
、
伊
方
原
子
力

発
電
所
三
号
機
建
設
用
地
か
ら
搬
出
さ

れ
る
石
材
百
六
十
五
万
立
方
山
の
受
け

入
れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
埋
立
地
沖
合

で
採
取
す
る
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
等
約
百

七
十
万
立
方
灯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

F付

帯
7

工

事

護
岸
工
事
、
埋
立
工
事
が
進
ち
よ
く

し
て
い
き
ま
す
と
こ
れ
に
併
わ
せ
て
、

排
水
路
工
事
(
河
川
)
、
仮
設
道
路
工
事

な
ど
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
が
附
帯
工
事
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
以
上
の
よ
う
な
工
事
工
程
を
経

な
が
ら
四
年
五
か
月
の
歳
月
を
要
し
て
、

用
地
造
成
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。造
成
用
地
の

用
途
別
面
積

用
地
造
成
し
た
約
三
十
四
万
五
千
平

方
灯
の
土
地
は
、
次
の
よ
う
な
用
途
に

利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

埋立地の用途 面 干責m' 埋立地の用途 面 干責rri

港湾関連用地 107，000 管理用通路用地 3，000 

都市再開発用地 43，100 主E主 士也 用 士m 23，300 

ij在 i重 用 土m 119，900 護岸敷用地 16，600 

i萱 E各 用 土也 23，200 ふ E員 用 土也 2，400 

オt E書 用 士也 7，000 言十 345，000 
」

総
事
業
費
は

約
九
十
億
円

第
二
次
開
発
事
業
と
長
浜
港
の
港
湾

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
長

浜
町
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

当
然
今
坊
地
区
埋
立
造
成
工
事
の
事
業

主
体
は
長
浜
町
で
す
。

こ
の
用
地
造
成
工
事
は
、
今
年
の
七

月
に
着
工
し
、
昭
和
六
十
四
年
十
一
月

に
完
成
の
予
定
で
す
が
、
そ
の
後
、
竣

工
認
可
等
の
事
務
処
理
を
し
、
用
地
売

却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
実
質

的
に
こ
の
工
事
が
完
了
す
る
の
は
昭
和

六
十
四
年
度
末
の
予
定
で
す
。

こ
の
間
に
要
す
る
工
事
費
、
支
払
利

息
、
そ
の
他
事
務
費
な
ど
を
合
わ
せ
る

と
総
事
業
費
約
九
十
億
円
に
達
す
る
見

込
で
す
が
、
こ
の
資
金
調
達
に
つ
い
て

は
、
起
債
(
町
の
借
入
れ
金
)
等
で
賄

う
ご
と
に
し
て
お
り
、
既
に
本
紙
で
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
臨
海
土

地
造
成
事
業
特
別
会
計
に
よ
っ
て
、
そ

の
予
算
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
起
債
(
町
の
借
入
金
)
は
、

用
地
造
成
完
了
後
す
み
や
か
に
立
地
企

業
に
土
地
の
売
却
を
行
い
、
そ
の
収
入

で
も
っ
て
借
入
金
の
償
還
に
充
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
開
発
事
業
に
よ
る
「
経
済

効
果
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
事
の
無
事
を
祈
り

今
坊
埋
立
工
事
祈
願
祭

七
月
二
十
六
日
、
晴
海
団
地
横
で
今

坊
地
区
埋
立
工
事
祈
願
祭
を
行
い
、
六

十
四
年
十
一
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、

工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
工
事
関
係
者
を
は
ビ
め
、

西
田
代
議
士
、
町
長
、
議
長
ら
お
よ
そ

四
十
人
が

出
席
し
て
、

お
ご
そ
か

に
行
わ
れ
、

二
宮
町
長

が
ク
ワ
入

れ
を
行
い

ま
し
た
。

工事の無事を祈ってクワ入れを
するこ宮町長
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締

め

て

安

心

シ
ー
ト
ベ
jレ

ト

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

主
な
も
の
は
九
月
一
日
以
降
、
段
階
的

に
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え
始

め
た
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
円
高
十
社
会
H

の
新
し
い
秩
序
守
つ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

義
務
付
け

臨臨調彊盟圏改正された道路交通法。旬の味

9
月
1
日
施
行

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

助
手
席
に
す
わ
る
人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で
な
い
と
、
車

を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
の

同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部
座

席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
!
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
)

高
速
道
路
H
H
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
着

用
し
て
い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
点
数

一
点
。
〈
免
除
さ
れ
る
場
合
〉

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着
用
義

務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

マ
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便
集
配

車
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

マ
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど
、
療

養
上
ま
た
は
健
康
の
保
持
上
シ

l
ト
ベ

ル
ト
を
す
る
の
が
適
当
で
な
い
ド
ラ
イ

ノ

7
i

マ
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い
は
小

さ
い
の
で
適
切
に
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

マ
自
動
車
を
パ
ッ
ク
さ
せ
る
ド
ラ
イ
バ

空
ぶ
か
し
等
の
行
為
を

禁
止

9
月
1
日
施
行

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ

l
は
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に

な
る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
急
発

進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

行
政
処
分
点
数
一
点
。

初
心
者
ラ
イ
ダ

l
の

二
人
乗
り
禁
止
9
月
1
日
施
行

自
動
一
一
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一
年

未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ

I
は
、
二
人
乗

り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。昭
和
五
十
八
年
中
の
二
人
乗
り
運
転

中
の
死
亡
事
故
を
み
る
と
、
約
七
割
が

免
許
取
得
一
年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ

ー
で
占
め
ら
れ
'
て
い
ま
す
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
)

行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則
金
四
千

円
。
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
右
折

方
法
が
変
わ
り
ま
す

昭
和
引
年
1
月
1
日
施
行

次
に
挙
げ
る
道
路
で
は
、
図
の
よ
う

に
曲
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
標
識
で
右
折
方
法
が
指
定
さ
れ
て
い

る
交
差
点

②
片
側
三
車
線
以
上
あ
る
道
路
で
信
号

機
の
あ
る
交
差
点

つ
ま
り
、
ま
ず
左
端
を
走
り
交
差
点

の
端
を
直
進
し
、
そ
こ
で
車
体
の
向
き

を
変
え
、
進
む
方
向
の
信
号
に
従
っ
て

直
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
)

行
政
処
分
点
数
一
点
、
反
則
金
二
千

円
。
罰
則
一
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は

科
料
。こ

の
ほ
か
、
免
許
取
得
後
一
年
以
内

に
行
政
処
分
点
数
が
四
点
か
五
点
に
な

っ
た
ら
「
初
心
運
転
者
講
習
」
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人

は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

μ
f
kず
1fbflμ
守
主
サ
K
非
主
1
f
'
F
Z
#ー
ι才
k守
主
サ
k
r
1
J
1
f
b
1
#
kす
h
1
J
Zす
μす
K
ザ

i
t
1
f

一
、
}
中
¥
-
一
山
¥
山
一

~1111
一

茸

が

と

れ

る

九

月

か

ら

十

月

が

一

番

町

一
÷
ト
笹
川
一
人
額
一
…
一
一
十
一
一
一
円
一
¥
お
い
し
い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

一、

h

い

J

い

い

J
¥一
/
三

4
1
1
1
1
{材
料
五
人
分
)
}
マ
た
ち

7
お
:
-
F

↑

三

百

一

ヲ

マ

白

み

そ

:

・

九

十

一

ぺ

フ

マ

麦

み

日

一

さ

つ

ま

そ

-
E
J一
豆
腐

1

2

了
マ
板
?
」
ん
~

一

一

に

ゃ

く

:

・

一

丁

マ

干

し

し

い

た

け

:

・

戸

市

欝

:iu一一な一
7会
得

議

一

干

三

ね

ぎ

:

三

十

三

だ

し

汁

一

(

内

繍

ι
4一
「

ペ

ド

ッ

ト

ヌ

鱗

機

鱗

綴

:

・

適

量

一

一

一

鶴

滋

一

三

γ九一一
JYへ一

ii鱗
鱗
慨
し
ん
一
作
り
方
}
母
魚
の
種
類
は
、
た
い
、
午宗

一

三

J
J
J
L
J
r
y
h
J
i
b
l
議
パ
七
三
あ
ビ
、
え
そ
、
ぼ
ら
、
こ
の
し
ろ
と
問

、

む

γLACu--rv一
♂
々
な
ん
で
も
よ
く
、
旬
の
も
の
で
新
鮮
一
一

、
議
寸
F
F
¥麟
験
機
な
も
の
を
選
び
、
素
焼
き
に
し
て
身
一
一
一

、
鮎
鰯
鱗
額
院
総
組
織
灘
鱒
鶴
翻
鱗
を
と
り
、
こ
ま
か
く
き
ざ
む
轡
豆
腐
町

、

務

機

鱗

欝

機

九

ゾ

繍

欝

は

水

気

を

よ

く

き

っ

て

お

く

。

こ

ん

市

告

、

一

機

磯

thU1drip-J離
に

ゃ

く

は

せ

ん

切

り

に

し

て

ゆ

で

て

}

一

一

務

機

日

t…
山
一
一
一
一
一
一
ア
ム
お
く
o

ね
ぎ
は
小
口
切
り
に
し
て
こ

U

場
V-十
灘
三
一
い
で
い
-
一
一
÷
一
一
半
畿
で
さ
り
す
。
し
い
た
け
は
生
し
い
た
~

、

cvim??iz~グ
毅
然
窓
J
¥
)

け
だ
っ
た
ら
焼
い
て
さ
き
、
干
し
し
円

十
長
浜
の
郷
土
料
理
の
ひ
と
つ
で
あ
い
た
け
だ
っ
た
ら
も
ど
し
て
き
ざ
み
、
午

、
る
「
さ
つ
ま
」
は
、
も
と
も
と
宇
和
も
ど
し
汁
と
砂
糖
を
少
々
で
煮
こ
む
日

V

島
の
城
玉
、
伊
達
家
に
鹿
児
島
の
薩
@
身
を
と
り
の
ぞ
い
た
骨
、
頭
と
米
ヤ

ー
摩
藩
か
ら
伝
え
ら
れ
た
さ
つ
ま
汁
の
の
と
ぎ
汁
を
あ
わ
し
て
沸
騰
さ
せ
、
戸

川
材
料
に
魚
を
使
っ
て
県
下
に
広
く
行
だ
し
汁
を
取
る
母
み
そ
は
す
り
鉢
に
午

、
、
き
わ
た
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
す
り
つ
け
て
二

i
三
凹
繰
り
返
し
焼
円

引
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
に
よ
っ
て
き
、
よ
く
す
り
③
の
だ
し
汁
で
の
ば
町

い
材
料
も
作
り
方
も
遠
い
ま
す
し
、
ひ
し
て
い
く
骨
④
の
中
に
き
ざ
ん
だ
魚
、
品

、
や
汁
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
、
し
い
た
け
、
豆
腐
は
午

、
ま
た
、
焼
魚
の
残
り
物
と
残
飯
を
手
で
つ
ぶ
し
な
が
ら
入
れ
、
最
後
に
ね
刊

一

7
ま
く
食
べ
る
廃
物
利
用
料
理
が
始
ぎ
を
入
れ
る
。
あ
つ
あ
つ
の
麦
飯
に
か
町

一
ま
り
で
、
高
級
化
し
て
き
た
も
の
で
け
て
食
べ
る
と
た
い
へ
ん
お
い
し
い
。
日

ヤ
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
手
夏
は
き
ゅ
う
り
さ
つ
ま
で
お
い
し
品

。
近
な
材
料
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
く
食
べ
」
ノ
れ
ま
す
。
作
り
方
は
、
魚
刊

の
き
、
し
か
も
素
朴
で
わ
い
し
く
、
栄
と
み
そ
を
あ
わ
す
ま
で
は
同
じ
で
、
昨

日
養
価
も
高
い
の
で
夏
パ
テ
防
止
に
最
他
の
材
料
は
入
れ
な
い
で
き
ゅ
う
り
円

、

、

適

の

料

理

で

す

。

の

輪

切

り

を

塩

を

し

な

い

で

そ

の

ま

町

一

さ

つ

ま

は

松

茸

が

よ

く

あ

い

、

松

ま

入

れ

ま

す

。

円
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若
者
に
就
業
の
場

開
発
と
農
業
後
継
者

農
業
後
継
者
の
不
足
問
題
が
い
わ
れ

だ
し
て
久
し
い
で
す
が
、
町
で
は
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
開
発
事
業
は
町
全
体
に
と
っ
て
大

き
な
意
義
あ
る
も
の
で
す
が
、
農
業
ば

な
れ
の
防
止
策
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

農
家
に
と
っ
て
は
大
変
憂
慮
す
る
問
題

で
す
。

(
出
海
・
畑
中
和
夫
・
組
歳
)

お
答
え
:
・
後
継
者
問
題
は
、
農
業
に

限
ら
ず
農
、
林
、
漁
業
等
、
地
場
産
業

全
体
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
政
治
、

経
済
、
社
会
等
複
雑
な
要
素
を
背
景
に

と
っ
て
重
大
問
題
で
す
か
ら
子
女
の
進

路
等
、
家
族
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
、
自

助
努
力
に
よ
っ
て
農
家
保
持
の
方
策
を

見
い
出
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
今
後
共
町
民
の
皆
様
と
相
互

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
地
道
に
努
力
し

て
行
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
開
発
事
業
は
過
疎
地
域
長
浜

を
大
き
く
飛
躍
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
然
農
業
も

そ
の
枠
に
入
れ
て
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
の
開
発
事
業
は
臨
海
工
業
開

発
事
業
で
す
か
ら
、
直
接
後
継
者
が
増

加
し
た
り
、
農
業
生
産
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

後
継
者
を
町
内
に
と
ど
め
、
町
外
流
出

を
防
止
す
る
ご
と
な
ど
、
間
接
的
な
効

果
は
十
分
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て

わ
り
ま
す
。

企
業
が
立
地
し
、
後
継
者
お
よ
び
若

者
の
就
業
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
在
の
経
営
規
模
で
、
し
か
も

農
家
と
し
て
の
所
得
が
増
加
し
、
完
全

な
農
業
離
れ
が
防
止
で
き
る
と
と
も
に
、

二
世
代
、
三
世
代
の
町
内
定
住
が
促
進

で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

維
持
存
続
運
動
を

内
山
線
開
通
後
の
対
応

国
鉄
に
つ
い
て
で
す
が
、
内
山
線
が

開
通
す
る
と
長
浜
を
通
る
汽
車
の
本
数

も
大
幅
に
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と

私
た
ち
は
不
安
な
毎
日
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
生
ピ
る
問
題
点
な
ど
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
A
7

坊
・
中
見
由
香
里
・
但
歳
)

お
答
え
-
:
長
浜
町
で
は
、
過
去
十
年

来
こ
の
こ
と
を
た
い
へ
ん
憂
慮
し
、
長

浜
町
が
発
起
人
と
な
っ
て
関
係
す
る
沿

線
四
市
町
(
大
洲
市
・
長
浜
町
・
双
海

町
・
保
内
町
)
が
国
鉄
予
讃
本
線
対
策

協
議
会
を
結
成
し
、
そ
の
維
持
存
続
運

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

車
社
会
に
お
さ
れ
て
利
用
者
は
一
向
に

増
加
せ
ず
、
実
効
あ
る
も
の
に
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
問
題
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
い
か
に

国
鉄
を
利
用
し
、
町
や
対
策
協
議
会
が

い
か
に
維
持
存
続
運
動
を
続
け
て
い
く

か
、
ま
た
国
や
国
鉄
の
考
え
方
を
い
か

に
改
め
て
頂
く
か
が
大
き
な
問
題
で
す
。

沿
線
住
民
が
ご
ぞ
っ
て
海
岸
田
り
の

路
線
を
守
り
続
け
、
合
理
化
、
減
便
、

切
り
捨
て
と
な
ら
な
い
よ
う
「
わ
互
い

が
乗
っ
て
守
ろ
う
予
讃
線
」
と
し
た
い

も
の
で
す
。

専
門
家
に
調
査
依
頼

災
害
対
策

入
梅
以
来
、
気
象
観
測
史
上
ま
れ
に

み
る
ほ
ど
の
長
雨
が
続
き
、
今
後
台
風

の
シ
ー
ズ
ン
が
待
っ
て
い
ま
す
。
町
の

自
然
環
境
は
地
形
や
地
質
な
ど
の
上
か

ら
地
す
べ
り
、
土
砂
崩
れ
、
山
崩
れ
の

危
険
度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
従
来
、

国
や
県
お
よ
び
町
に
お
い
て
ど
の
地
域

に
、
ど
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自
然
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
箇
所
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
滝
川
の
上
流
に
位
置
す
る
大

池
な
ど
の
堤
防
は
決
壊
の
恐
れ
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
(
白
滝
・
上
田
正
・
九
歳
)

お
答
え
・
:
全
国
で
こ
の
よ
う
な
時
期

に
入
る
前
に
毎
年
土
砂
災
害
防
止
月
間

を
設
け
、
わ
が
町
で
も
愛
媛
県
、
警
察

署
、
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
危
険
箇

所
の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
建
設
省
お
よ
び
農
林
省

関
係
の
危
険
箇
所
は
百
七
十
箇
所
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
採
択
の
基
準
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
が
け
地
接
近
住
宅
に
災
害
が

発
生
し
た
時
に
は
工
事
も
順
次
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
白
滝
地
区
で
が

け
崩
れ
防
止
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

指
定
に
つ
い
て
は
、
地
す
べ
り
地
区
、

急
傾
斜
地
区
な
ど
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。戒
川
一
番
池
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

に
聞
い
て
み
る
と
江
戸
時
代
に
築
堤
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
と
で

す
。
町
で
昭
和
五
十
二
年
度
に
一
部
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に

調
査
依
頼
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
央
ナ
'
中
、
ご
辛
抱
を

ι
fユ
コ

ロ

仁

一

」

一

櫛
生
公
民
館
の
建
設

櫛
生
地
区
に
は
公
民
館
施
設
が
あ
り

ま
せ
ん
。
古
い
隣
保
館
が
あ
る
だ
け
で
、

こ
の
中
で
公
民
館
の
事
務
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
診
療
所
も
こ
の
隣
保
館
の
中

に
あ
り
ま
す
。
資
金
や
敷
地
の
関
係
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
櫛
生
公
民
館
の
建
設
を
望
み

ま
す
。

(
櫛
生
・
櫛
笥
益
一

日
歳
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お
答
え
:
・
櫛
生
公
民
館
の
現
状
に
つ

い
て
は
ご
指
摘
の
と
む
り
で
す
。
町
と

し
て
も
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
わ
り
ま
す

の
で
、

A
r
し
ば
ら
く
ご
辛
抱
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
ど
も
円
滑
な
公
民
館
運

常
が
図
ら
れ
る
よ
う
こ
明
日
府
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
ぐ

適
切
な
記
事
を
掲
載

ζ豆霊翠窓霊室蓬塁塁率l'Z

社
会
教
育
の
記
事

非
行
の
低
年
齢
化
が
進
む
宇
か
、
地

域
、
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
社
会
教
育

問
題
な
ど
の
記
事
も
掲
載
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
(
出
海
・
畑
中
和
夫
・
川
町
歳
)

お
答
え
・
:
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
非

常
い
大
切
な
問
睡
で
す
の
で
、
教
育
委

員
会
と
も
連
絡
L
あ
っ
て
、
時
に
応
じ

た
適
切
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
提
言
く
売
さ
い
。
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
、
取
り
組
人
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

長…一 一家躍看護のABC'今月の衝生プログラム臨

体
温
と
い
う
と
、
三
十
六
度
五
分
前

後
を
平
熱
、
二
一
十
七
度
を
超
え
る
と
微

熱
あ
る
い
は
発
熱
と
い
う
よ
う
に
決
め

て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で

t
o
し
か
し
、

休
抗
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
か
ん
、
一

般
的
字
数
字
を
基
準
に
し
て
い
品
い
低
い

を
決
め
る
の
は
危
険
で
す
c

平
熱
を
知
る
に
は
、
健
康
な
と
き
の

朝
目
覚
め
た
直
後
の
体
温
を
毎
日
同
ビ

条
宇
丹
、
(
L
T

月

ソ
1
〉

1
F、
く
麓
体
温
を
測
る

「泊
r
t
J
一
室
相
当
孟
グ
ロ
「
一
竹
内
』

さ
い
一
υ

そ

の

平

均

一

市

河

内

ロ

ナ

ベ

司

一

万

戸

(

慌

が

そ

の

人

の

乎

丙

伏

を

開

析

す

る

D
ま
芭
策

熱
と
な
り
ま
す
。

J
1
;
E
E
-
-
〈

(
I
l
f
J
E
S

機
会
を
み
て
家
族
全
員
の
J
T
熱
を
測
り
、

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

体
温
は
、
ふ
つ
う
ワ
キ
の
下
で
測
り

ま
す
が
、
と
き
に
よ
っ
て
は
川
の
中
や

紅
門
合
測
り
ま
す
。
い
ず
・
刊
の
山
崎
ム
日
も
、

測
る
前
に
は
体
温
計
の
百
盛
り
が
一
一
一
十

五
度
以
下
に
ド
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

測
る
時
間
は
、
ご
」
れ
川
上
体
品
討
の

日
盛
り
が
上
昇
し
な
く
な
る
ま
n
J
P
、

リ
キ
の
下
で
測
る
場
合
そ
の
昨
間
は
九

j
十
分
間
で
す
。
最
近
佐
川
及
し
始
め
た
、

デ
ジ
タ
ル
式
の
電
f
T
体
温
計
で
も
、
最

低
二

1
三
分
は
測
っ
て
く
だ
さ
い
。

明
ん
化
売
ら
れ
て
い
る
体
鼠
計
~
ガ
ラ

ス
制
点
、
テ
シ
タ
ル
式
)
に
は
、
一
分
計
、

率忠誠l

t，，^，号:>~
I洲砂c

二
八
刀
計
な
ど
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
ワ
キ
の
下
で
測
る

ソ
キ
の
下
の
汗
を
ふ
き
、
体
温
計
の

水
銀
の
部
分
を
、
ワ
キ
の
下
の
中
央
に

あ
て
、
腕
を
体
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
け
ま

す。
検
温
中
は
、
ワ
キ
を
ゆ
る
め
ん
り
、

体
視
計
の
向
き
を
変
え
た
り
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
片
万
に
マ
ヒ
の
あ
る
病
人
の
場

合
は
自
由
の
き
く
側
で
測
り
ま
す
c

ま

か
せ
っ
き
り
に
し
て
む
く
と
一
病
人
が
自

由
の
き
く
方
の
手
で
体
品
計
を
そ
け
と

り
マ
ヒ
の
あ
る
側
の
ワ
キ
の
下
に
さ
し

こ
む
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。wv

口
の
中
で
測
る

ワ
キ
の
下
に
傷
の
あ
る
人
や
非
常
に

や
せ
て
い
る
人
は
、
げ
の
中
ひ
測
り
ま

す
。
た
だ
し
、
口
の
小
が
た
だ
れ
な
ど

で
痛
む
と
き
、
咳
が
で
る
と
き
、
鼻
づ

圃圏監藍賢罷冒麗彊田豊盟

ま

η
の
と
レ
え
な
ど
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

体
門
川
計
は
き
れ
い
に
洗
い
、
水
銀
の

部
分
を
本
で
ぬ
ら
し
、
刊
の
下
に
斜
め

に
入
れ
ま
す
。
日
企
し
っ
か
り
閉
ピ
、

険
温
中
は
う
っ
か
り
口
を
あ
け
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
す
。
口
中
で
計
る
場
合

は
、
ワ
キ
の
下
よ
り
短
時
間
で
休
泊
が

求
め
ら
れ
ま
す
「

使
同
後
は
目
盛
り
を
三
十
五
度
以
下
に

下
げ
、
清
潔
に
洗
っ
て
か
ら
し
ま
い
ま

す。
wv

旺
門
で
測
る

が
も
ロ
幼
児
の
体
温
を
測
る
と
き
に

川
い
る
方
法
で
す
が
、
旺
門
に
炎
症
や

傷
が
あ
る
と
き
や
、
下
痢
を
し
て
い
る

と
き
は
避
け
ま
す
。
体
温
計
は
、
先
が

太
〈
九
く
な
コ
て
い
る
旺
門
用
の
も
の

を
傾
い
ま
寸

⑨検定に合格したものを

選ぼう

体温計は、岩重府県の計量

検査所で行わわる検;土に合格

したものが販売されるごとに

なっています。貰うとさ Lは

念のため検す証印を確かめで

くださ C¥O

体温計も、古ぐなるケ狂C'

主じてくるιとがあります。
おかしし、と思った三寸げ新し

しちのと交換し、1 だき¥。

小さし 1子供のいる家庭では¥

こわれたときゅことを考えて、

常[2不用意しておくとよい
F lノょう。

体温は正しい測り方で

今
月
の

H
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
五
日
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

⑨

9
月
1
日
米
川
医
院
宮
⑫
0
1
6
5

⑧

9
月
8
日
岡
田
医
院
合
⑫
0
6
3
9

⑧

9
月
日
日
菊
地
医
院
合
⑫
0
2
9
2

⑨

9
月
日
日
門
尽
一
医
院
窓
⑫
0
2
0
2

⑨

9
月

幻

自

辻

医

院

窓
@
0
1
7
4

⑨
9
月
お
日
ト
竹
村
病
院
窓
@
0
2
7
5

⑧

9
月
刊
日
日
清
水
医
院
合
⑫
2
8
8
3

乳

児

健

診

…

⑧

9
月

口

日

町

体

育

館

午

後

1
時

加
分
1

2
時
泊
分
対
象
は
昭
和
田
年

目
丹
、
昭
和
削
午
1
月
、

4
月
生
ま
れ

の
子
供
さ
ん

…
一
一
一
歳
児
健
診
…

⑨

9
月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

加
分
1
2
時
却
分
対
象
は
昭
和
町
年

6
月、

7
月、

on一
円
生
ま
れ
の
子
供
さ

ん。

献

血

…

⑧

9
月

口

日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分

i
u
時
マ
大
和
八
ム
民
館
午
後
1

時
日
分

1
1
時
品
分
マ
向
滝
公
民
館

午
後
2
暗
1

2
時
日
分
マ
昭
和
サ
ボ
ア

午
後
3
時
日
分
1

4
時
却
分

…
不
用
犬
買
い
上
げ
日

⑨

9
月
M
日
各
連
絡
所
は
午
前

9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
び
で
す
。
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主 主ゴ
た父

主さ
三 SI九
百主出
干語番
お亭で、
竺〉す
〉ι
さ

与つ父講イタ学武 l百l役の参ん親町
えい親演 f イ教司の割願 b日や講{本七
たてのが」プ授大あ」いしお!平ー育月
。みあ行と・の妻とととて母」館十
んりわ題子「女、い父「きがで九
な方れしの親子昌う親母入閣「日
でに、たタの大子映の親ァデ{窪父

ゴ口口口口口口口口口口口口口口口

ごftり、在三たて割りでチームワーク
たきてゲたる

つを楽 iのも ~大和小学校~
過しム笹の
二、いなを。始か年で、日くたが九
L ひど飾ためら前数的るてら日大

主Ij六た和
り年な小
の生ば学
チまノ己中交
!で集(
ム百会中
で予寸ゐを聖子
幅九開武
広人催夫
いを 。ホ交
J ハ」長
な近れ)
がいはで
v) ?示 ーーと
4P午月
っ¥ノt十

口

口

口

口

口

口

口

口

口

h

ン

l
ト
ベ
ル
ト
着
用

盤盟四圃は、っちりルポ・一宮長房日記抄

ー
交
通
茶
屋
開
設
1

道
路
交
通
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
九
月

一
日
か
ら
ン
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
そ
の

P

R
の
た
め
上
老
松
で

八
月
↓
日
交
通
円
余
屋

を
開
設
。
-
一
一
日
川
判
長

や
中
針
変
人
士
協
会
支

部
長
ら
酌
二
十
人
グ

ヤ
ク
ル
ト
や
チ
弓
ン

を
配
っ
て
シ

l
ト
パ

ル
ト
芥
川
の
指
導
を

一丁つ一二。

/
r
q』
一

】

γ
/

!) 

」与{h;42フ

一るつ口辺船め tiぃミ部清人
t交いてンにをた J を、は f清治ず七
か町、や浮だよのし竺卒し港トJ
-) -)' i育ゴかし呈ゴてきひた itri 二
たく潔ミぶで ZEミお子千f き コ同十
げなをナ j巷ヴをよひや在最 )!l H 
明拾イ周ぺ集そろゴ人合長

出清
thlJ S ~ド語

要望退
T事仕
草子 j舌
日!言動
去部
五 1
十

口口口口口口口己口口口口口口口[

蚕
糸
業
の
先
鞭
山

ヲ
求
メ
一
ア
は
一
ナ
一
酌
ヲ
催
ス
午

前
十
一
時
天
主
製
糸
場
へ
到
見

物
、
ン
テ
下
城
ス

同
年
七
月
卜
七
日
午
前
第
十

時
城
山
へ
登
リ
天
蚕
繭
糸
製
糸

人
ヲ
尋
ネ
笠
間
久
五
郎
ヨ
リ
依

頼
ヲ
受
ケ
シ
委
細
ヲ
申
ス

向
年
七
月
廿
九
日
本
朝
起
キ

テ
水
行
ナ
シ
朝
卑
シ
荒
川
越
智

ノ
両
氏
ヲ
本
家
へ
養
蚕
ノ
手
伝
ニ
遺
ス

明
治
十
八
年
七
月
十
-
一
日
本
日
石
鉄

神
社
参
詣
シ
テ
帰
路
ト
ア
御
座
小
山
村

丑
松
米
リ
以
テ
西
虎
一
殿
方
ヘ
一
蚕
種
云

々
ヲ
照
会
ス
ル
書
翰
ヲ
委
託
ス
同
人
直

チ
ニ
帰
ル

明
治
十
九
年
七
月
廿
八
日
本
日
暢
一
二

氏
松
山
ヨ
リ
来
レ
リ
而
シ
テ
蚕
糸
製
及

綿
布
識
仁
ノ
婦
人
一
人
連
リ
来
レ
リ
午

前
十
時
ナ
リ
谷
上
ノ
松
田
宇
太
郎
ノ
妻

蚕
糸
製
/
雇
人
レ
タ
リ

明
治
廿
年
七
月
廿

H

本
朝
出
校
午
后

退
校
養
蚕
手
伝
ヲ
ナ
シ
ゲ
長
社
へ
出
頭

同
年
七
月
廿
三
日
本
朝
新
(
へ
は
養
蚕
会

社
ノ
人
来
ル

同
年
十
月
廿
九
日
本
臼
一
戸
長
役
場
桑

栽
植
ニ
付
通
達
ア
リ

同
年
卜
二
月
八
日
郡
役
場
ヨ
リ
桑
苗

受
取
方
向
町
一
九
ベ
キ
旨
申
来
ル

同
年
十
(
一
月
什
五
日
本
朝
西
山
へ
桑

苗
杭
付
ノ
件
ヲ
間
合
セ
ニ
到
ル

明
治
十
五
年
(
一
八
八

二
)
下
井
小
太
郎
が
喜
多

郡
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

大
洲
か
一
中
心
に
蚕
糸
業
が

大
そ
う
成
叫
ん
に
会
っ
た
。
川
下
に
於

で
は
、
設
茂
村
一
戸
長
西
山
繁
樹
を
中

心
に
、
一
{
呂
美
房
ら
が
蚕
業
の
先
鞭

を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

次
に
一
町
民
糸
心
記
事
を
日
一
記
か
ら
抜

長
一
山
し
て
み
よ
う
。

川
治
卜
一

ι午
七
月
十
二
日
大
洲
大

肝
為
古
一
時
削
未
山
一
蚕
母
子
持
来
ラ
レ

山
ヲ
借
ラ
ン
カ
為
二
久
助
等
山
ヲ
巡

廻
ス
大
昨
口
氏
午
後
一
一
時
帰
一
プ
レ
タ
リ

同
年
七
月
十
八
円
当
夜
夕
食
搭
ヘ

m
u久
助
蚕
ノ
棚
約
ヘ
夕
方
社
へ
は
市

ル
同
年
八
川
今
日
大
肝
為
じ
い
川
町

蚕
ヲ
侍
チ
来
レ
リ
大
川
川
氏
勺
夜
性
問

へ
到
レ
リ
何
年
八
月
七
日
本
朝
起

キ
ヲ
ぶ
7
汲
ム
昨
久
五
郎
弁
二
辰
蔵

ソ
連
レ
子
蚕
糞
二
来
レ
リ

同
午
八
円

H
-
口

笠

間

角

治

本
H

社
ヘ
来
ル
昨

μ
山
長
ヲ
山
へ
選
、
ン
候

事
明
治
ト
六
年
凶
月
本
朝
起
キ

テ
朝
食
シ
テ
貫
レ
ヨ
リ
旧
城
跡
ヲ
一

覧
セ
ン
ト
テ
母
卜
共
に
笠
城
ス
ル
二
一

実
山
頂
/
高
桜
同
一
瞬
ス
レ
パ
g

庄一此一什

下
ニ
見
ル
心
ヲ
貯
と
J
/

メ
山
一
Y
泊
俳

後
年
伊
予
糸
の
名
声
を
貿
易
市
場
に

博
し
た
の
は
、
こ
の
時
に
根
ざ
し
た
の

で
あ
る
の
(
長
浜
町
文
化
財
保
設
審

議
会
委
員
・
久
深
七
市
)
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同
以
年
金
に
関
す
る
ヲ
ン
p
p

内
円

八
三
日
↓
リ
乃
翠
L

王
?
)

4合川
;
A
l
g
/
し&円
E
J
F干
メ

f
l
t

任
意
加
入
の
妻

円
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
山
h
三
、
今
ま
で
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
J

た
者
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
。
政
正
前
の
加
入
期
間

は
白
効
で
す
か
。

山
川
り
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
配
偶

行
ご
あ
っ
て
一
一
十
歳
以
上
い
八
十
歳
未
満

ご
あ
る
省
は
、
現
花
何
日
以
年
金
に
任
意

劃
入
し
ご
い
る
者
も
任
意
同
ヘ
?
)
一
一
、
け

な
い
者
も
、
す
べ
て
、
来
年
内
円
山
~
阪

は
強
制
加
入
す
る
こ
と
に
な
い
川
ま
ト
9
0

今
凶
の
改
正
で
は
、
改
正
前
の
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
治
川
聞
や
保
険
料

免
除
期
間
は
、
改
正
後
の
同
日
山
年
合
に

引
き
献
が
れ
、
給
付
の
算
定
に
は
人
主

れ
る
ご
と
に
な
j

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
仁
J

て
、
改
正
前
に

d

p
に

任
意
加
入
し
て
い
た
則
問
は
そ
の
実
績

が
給
付
に
反
映
さ
れ
ま
す
山
亡
、
任
意

加
入
の
則
聞
が
ま
っ
た
く
な
ノ
¥
山
川

後
に
初
め
で
強
制
加
入
被
保
険
汗
と
な

っ
た
場
合
よ
り
も
、
そ
れ
円
一
汁
巴
齢
基

縫
年
金
の
一
領
が
高
く
な
り
ま
2
3

密
航
の
発
見
、

通
報
に
ご
協
力
を

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
川
番

愛
媛
県
は
離
島
が
手
く
海
岸
線
が
長

い
た
め
、
官
航
者
の
此
い
ト
引
の
と
置
場
訴

と
な
っ
て
い
ま
ナ
。
今
年
の
山
川
一
卜

五
、
二
十
六
日
に
は
、
南
九
州
宮
崎
県

中
の
海
上
に
国
籍
不
明
山
「
第
A

幸
栄

丸
ト
が
現
わ
れ
、
け
本
山
領
海
を
侵
害

し
て
川
、

J
Jに
い
川
上
山
支
庁
?
は
、
二

の
小
済
的
に
対
、
一
行
船
を
九
州
じ
ま
し
た

が
、
こ
の
船
は
全
速
力
で
東
シ
ナ
海
に

逃
止
し
ま
し
た
。

最
近
の
宙
山
航
事
例
を
み
ま
す
と
、
事

前
に
海
岸
の
地
形
と
か
け
襟
と
な
る
灯

台
や
道
路
事
清
、
交
通
の
便
な
ど
を
汗

)
く
調
べ
た
う
え
で
組
識
的
、
計
画
的

じ
敢
行
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

一
)
の
た
め
警
察
だ
け
で
間
航
者
を
発
見

?
し
て
検
挙
す
る
こ
と
は
日
々
困
難
に
な

っ
で
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
犯
逮
の
町
の
秩
什
存
一
守
る
た

め
、
あ
や
し
い
船
や
人
の
発
見
、
一
抗
報

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
あ
や
し
い
船
〉

O
時
く
人
け
の
な
い
海
岸
に
近
つ
?
了
、
ノ

と
し
て
い
る
介
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
。

O

W
山
問
、
灯
火
去
っ
け
な
い
で
航
行
し

て
い
弓
船
〈

一U
水
面
下
す
れ
す
れ
を
ケ
ジ
ラ
の
よ
う

に
進
む
物
体
。

O
外
兄
は
日
本
漁
船
に
似
で
い
す
り
が
、

エ
ン
ジ
ン
音
が
呉
り
、
船
足
い
か

ml吊
に

γ

く、

L
か
も
漁
具
を
備
え
ず
、
い
な
い
川

〈
あ
や
し
い
人
〉

に
時
い
海
岸
で
石
を
た
ふ
に
い
て
い
る
人

ま
た
は
、
出
小
電
灯
を
点
滅
さ
い
一
て
ん
H

凶
を
送
っ
て
い
る
へ
L

。
海
山
川
付
涯
の
山
石
影
や
草
れ
一
一
し
り
、
い
比
一
人

沢
一
一
ユ
ー
と
、
7
3

ヘ

存立

I
R
-
-
L
ノ

。
地
元
の
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る

地
名
や
駅
へ
の
道
順
を
尋
ね
る
人
。

。
夕
暮
れ
時
、
海
滑
に
向
う
釣
つ
人
風

で
も
観
光
客
風
で
も
な
い
門
パ
知
ら
ぬ
人
j

ot有
ぷ
や
言
葉
づ
か
い
な
と
が
臼
本
人

レj
一市字、ノ入、。

C

、
?
人
ノ

。
一
円
京
勝
地
で

L
な
い
の
に
写
真
を
何
牧

も
撮
っ
た
り
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
人
。

あ
や
し
い
船
ゃ
あ
め
し
い
人
を
み
つ

け
辛
口
仁
、
的
存
り
の
詩
集
署
、
派
出
所
、

ま
子
一
は
日
伐
所
へ
注
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

王
百
一
収
、
ア
ン
テ
ナ
、
樹
木
な
ど
グ
巾

線
に
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
煙
突
、
一
ノ

シ
一
ア
ナ
な
ど
の
取
り
つ
け
が
ゆ
る
人
で

い
ま
せ
ん
か
け
も
う
一
度
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。
電
線
に
ふ
れ
て
け
る
と
危
除

ご
す
。
む
近
く
の
凹
日
間
電
力
ま
で
す
」
連

絡
く
だ
さ
い
。

第
幻
田
県
中
学
総
体

長
浜
中
が
初
優
勝

軟
式
野
球

出
今
子
一
十
七
回
愛
媛
県
中
学
校
総
九
日
体

育
大
会
が
七
月
二
十
二
一
日
か
ら
松
山
市

で
聞
か
れ
、
愛
媛
相
正
銀
行
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
軟
式
肝
球
の
部
で
長
浜

中
学
校
が
堂
々
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

七
月
A

一
十
六
日
帰
町
し
て
か
ら
和
出
主

将
が
仮
勝
旗
を
も
っ
て
ナ
イ
ン
全
貝
が

本
町
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
優

勝
ま
で
の
成
績
は
次
の
通
り
。
一
一
一
同

戦
一
長
一
保
3
i
2
御
荘
一
一
川
一
戦
}
長

浜
2
1
0
へ
代
{
準
決
勝
}
長
浜

3

-
L
L

居

一
決
勝
一

長

浜

0
0
0
0
2
り

5
一

7

北
条
南

o
o
o
z
o
o
n
-
一

2

な
わ
、
八
月
間
日
高
松
市
で
開
か
れ

た
四
国
大
会
で
は
、
坂
出
中
、
南
海
中

に
措
敗
し
ま
し
た
が
、
長
中
野
球
部
の

問
、
口
人
に
は
、
ム
7

同
の
県
大
会
で
の
好

成
結
弁
一
粍
仁
、
さ
ら
に
来
年
の
健
闘
会

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

和田主将を先頭にパレードする長中ナイン

喜
多
郡
小
学
校
水
泳
大
会

酒
井
く
ん
ら
大
会
新

昭
和
六
十
年
喜
多
郡
水
泳
大
会
が
じ

月
-
一
卜
J
H
H
長
点
小
学
校
プ

l
ル
で
附

か
れ
ま
L
F一
町
内
か
ら
も
多
数
の
選

子
が
出
場
し
て
上
位
入
賞
や
一
果
た
し
ま

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

(
Oは

大
会
新
記
録
)

一
お
い
自
由
形
}
一
]
藤
刈
誠
一
二
人
口
滝
¥

日
秒
8

{
川

γ
自
由
形
一

14
戎

令

長

浜
)

1
分
四
秒
7

{
聞
い
川
平
泳
、
ぎ
}
①

酒
介
敏
晴
(
櫛
生
)
の
一

1
分
お
紗

5
主
鶴

崎
敏
い
は
一
長
山

1
分
叫
秒
5

一
m
u山円

、亦ぎ一

-r稲
川
jm四
輝
(
長
浜
)
川
町
秒
8

一
引
い
じ
川
タ
フ
一
ブ
イ
一
⑦
次
家
洋
明
(
長

浜

)
O
M
秒

5
②
政
淵
誠
一
一
(
白
滝

)
O

凹
秒
8
③
西
国
有
輝
(
櫛
生
)
川
口
秒
8

一
四
け
ベ
タ
フ
ラ
イ
}
⑦
下
坂
正
司
「
櫛

生
)
M
U

秒
1
③
必
村
和
洋
(
山
山
淘
、
一
灯
秒

3
③
次
家
洋
明
(
長
以
)
釘
和
8

一円

U

個
人
メ
ド
レ
ー
一

1
1

一
泊
汁
敏
培
(
櫛
生
)

0
1
八刀
M
W

秒
4
一
川
い
メ
ド
レ
ー
一
①

櫛
生
小
2
分
山
秒
0

{
仰
い
リ
レ

1
}

芯
犬
和
小
つ
い
八
刀
ぬ
秒
。

女

子

一
部
川
自
由
形
}
①
尚
代
恵
美
(
長
浜
)

日
秒
7

{
印
幻
自
由
形
}
②
下
坂
美
山

(
櫛
生
~
t
d
抄
7
一
山
口
白
由
形
}
③
高

代
恵
美
1
分
訂
秒
l

{
川
M
平
泳
ぎ
一

①
中
川
清
美
(
大
和
)
釘
秒
2
③
柴
田
真

奈
美
(
櫛
宅
)
訂
秒
9

一
川
口
平
泳
ぎ
}

①
柴
出
真
宗
美
1
分
日
秒
8
③
中
川
清

美
1
分
的
秒
。
{
印
げ
背
、
昨
日
パ
-
一
③
武

旧
潤
(
長
浜
)
訂
秒
9

{
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青
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ポ
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今
坊
が
総
合
優
勝
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浜
町
連
合
青
年
団
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
七
月
じ
日
白
滝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
聞
か
れ
、
陸
上
競
技
や
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
に
熱
戦
を
展
開
、
そ
の
結
川
本
A
F
坊

青
年
日
が
総
ん
け
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ー
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大
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下
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②
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②
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電柱・電話線などの移転請求

改築など工事の

際、電柱や電線が安障となる場

合、急、にご連絡いただいても移

転工事ができません。わ早日に電話局ヘご連絡

ください。

家屋の新築、寄
名言語

NTT伊予長浜電報活治局 TEL52-0000

日
者
い
立
も
去
っ
て
、
気
持
ち
の
よ
い

秋
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
夏
パ
テ

は
さ
れ
な
か
っ
な
で
し
ょ
う
か
。
暑
く

感
ど
る
の
も
気
持
ち
の
持
ち
方
ひ
と
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

と
こ
ろ
で
先
日
、
町
体
育
館
で
「
父

親
講
座
」
が
問
か
れ
ま
し
た
。
今
、
父

親
と
し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
け

か
、
何
か
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
「
親

の
タ
イ
プ
・
子
の
タ
イ
プ
」
と
題
し
た

訴
演
が
行
わ
れ
、
「
人
間
的
な
思
い
や
り

の
心
が
欠
け
て
い
た
ら
社
会
に
通
用
し

な
い
。
父
と
子
が
ぶ
つ
か
り
合
う
中
で
、

今

H
的
な
課
題
で
あ
る
父
親
の
あ
る
べ

き
姿
、
望
ま
し
い
父
親
像
」
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
-
一
十
一
世
紀
を
背
負
う

た
く
ま
し
い
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め

に
も
父
親
の
役
割
を
A
7

一
度
考
え
て
み

な

い

も

の

で

す

ね

。

(

お

)

げ書について考えてみよう。

戦前の庶以には職業の表示以

外目、í~ )乏j百告を昨つ者iJほ

とんどいなか;た。ただJ息子方矢、

華族、士族、子氏という身分

階級は国民全員にあったが貴

族の蔚伏以外は附いる人は滅

多になかった血戦後は肩書山

様相がぐんと変った。民主トチ

義のお蔭ご、のどう委員という肩

占が急速に抑えた。次に資格

免許の仕事が多種多様になっ

たので、001:、或は(:lliのつく

肩書が増えよこっ第二には各径

の法人が氾濫し、〉く大部分の

liiJJ');-者ァデ賃金給料生活者とな

った為、会長、社長、持務、

'h片手語、部長、が長、係長等の

職;j>Up皆級の肩書保有者がぐん

と拡大しえ 'IJには村長兼小
使というような人も命まれど

川心が、ともかく円本人は一

的に肩書が好きなようである。

しかし老人になると大部分の

肩書は消えていくことになり、

死んむ、から所属の宗教から手)J

たな肩書をもらうことになる

これには犬小の合がいるよう

な。無料であっどふん坊から

死に~:よの植物人閉までー人残

らずつけてよい肩書がある。

「霊長目真猿ザー目狭鼻猿上科

ヒト件ヒト属ヒト」というの

ひある。但しこの肩書生物学

者だけにしか通用しないだろ

70 

数

人口をふやしましょう

8月 1日現在 自ii月との上ヒ車交

12，259人 34人噌
人 口 (男 5，792人)

(引人増) I 女 6，467人 13人士曽

世帯数 :)，862世帯

帯世口人


